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比強度や軽量性に優れた複合材は航空宇宙，船舶などの

シェアログラフィ法は，試験体表面にレーザー光を照射
し，CCD カメラで捉えた反射光の位相を検出して微小なることで，表面きずや剥離の有無を位相差像として捉える手法である 
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陥の検出や，欠陥サイズの精度良い定量化には適さないと





57IHI 技報　Vol.55  No.3 ( 2015 )

��ɹ݁ɹɹɹɹݴ

本稿では，GFRP 試験体に対してシェアログラフィ法
を適用し，本手法の有効性を確認した．本試験では，30 × 

30 mm サイズの剥離の検出が可能であったが，GFRP 複
合材は大型の構造物に使用されることが多いため，30 × 

30 mm の剥離が検出できれば，実際の試験でも十分適用


